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会の目的	 交通遺児の自立を支援します。
会の事業	 �目的に沿って、次のような年間行事を計画しております。
＊３月	 中学を卒業する交通遺児を励ます集い
	 新たな門出を、保護者と共に祝います。今年二十歳を迎える遺児も祝います。
　　　　中学卒業祝金15万円を卒業生に贈呈　　　　
＊８月	 親子グランピング　
＊12月	 交通遺児を励ます大会　交通遺児及び保護者が支援者、
	 寄付者と共に集います
	 来春小学校に入学する児童に入学祝金10万円を贈呈
＊親子ふれあい懇親会
	 �保護者が抱える問題を共に語り合い、子ども達は当会の

ボランティアとの交流を楽しみます。
＊「親子旅行」を年数回
＊随時　支援者からの招待行事、催しに参加
＊２月、６月、10月　会報「はばたけ」 年３回発刊

公益財団法人東海交通遺児を励ます会　会報

～希望と勇気と自立～
はばたけはばたけ



歴代会長

想い・言葉

初代（1969～1990） 3代目（1993～2013）

2代目（1990～1993） 4代目（2013～）

石井 勇会長 小笠原 和俊会長

前田 源吾会長 吉野 雅山会長

1969年３月１日に「東海交通遺児を励ます会」を創立
法務省保護司、中部盲導犬協会を創立
TACC（走る手術者）、音の出る信号機、カーブミラー、黄色の横断旗の考案
交通遺児を励ます大会の開催スタート
中学を卒業する交通遺児を励ます集いの開催スタート
母と子のサマーセミナーの開催スタート
一般財団法人へ移行
－団体歴－　愛知県交通安全協会 指導課長
　　　　　　財団法人 交通遺児育英会 理事 　
　　　　　　社会福祉法人光洋福祉会 理事長
　　　　　　日本交通科学協議会 常務理事

30周年記念誌発刊　　40周年記念誌発刊
保護者懇談会を新たに始める
子どものみ参加型のサマーフェスティバル・カヌー体験へ変更
会に相談専用フリーダイヤルを設置
公益財団法人に移行
－団体歴－　一般社団法人全日本トラック協会 副会長
　　　　　　一般社団法人愛知県トラック協会 会長
　　　　　　一般財団法人愛知県交通安全協会 副会長
　　　　　　財団法人交通遺児育英会 理事

会報「はばたけ」名付け親でもあり“生みの親”でもある（「自立をめざし、力をつける
ことにより希望と勇気をもってもらいたい」との念いを込めて）
交通遺児観音を自ら製作し、台座には1563名の世帯名簿を納め交通遺児の育成、交通事
故で亡くなられたお父さんお母さんの鎮魂と交通安全の祈りが込められている。
事務局に家庭の悩み事相談コーナーを開設
第38回 交通文化賞 受賞
－団体歴－　一般社団法人全日本トラック協会 副会長
　　　　　　一般社団法人愛知県トラック協会 会長
　　　　　　一般財団法人愛知県交通安全協会 副会長

50周年記念誌発刊
親子参加型のグランピングへ変更、親子旅行を宿泊型も取り入れる
ボランティア育成として、行事等の企画立案を担う取り組みへと一新し、OB･OGが現
在活動している。
対象遺児を20歳（年度末）までに変更
－団体歴－　一般社団法人全日本トラック協会 副会長　
　　　　　　一般社団法人愛知県トラック協会 副会長
　　　　　　一般財団法人愛知県交通安全協会 監事　
　　　　　　公益財団法人交通遺児育英会 理事　
　　　　　　公益財団法人東京海上日動教育復興基金 評議員

子ども達を応援しながら温かく
　　見守り続けてくださいました。

招待行事や当会の行事も新たに追加
       いたし子ども達の笑顔が増えました

子ども達の「笑顔の思い出づくり」として役員にご協力
　　いただきながらOB・OGとの新たな歴史が始まりました

世の中へ周知を！！

石井会長（左）、𥞩井理事（右） 夏のカヌー体験START！！

東海交通災害コントロールセンター
（TACC）を完成させ、そこには“走る手術
車”が日本で唯一置かれていた

長い間３代目会長としてお力
添えいただきありがとうござ
いました！

平成４年10月創刊
交通遺児たちが精神も身体ともに
健康に成長し立派に自立することを
願い一彫一彫心を込めて製作された

「社会的に弱い立場にいる人を
助ける」が原点
「盲導犬育成国際連盟」会議に
出席し、スイスにて災害救助犬
の責任者と会見したことが貴重
な思い出として脳裏にきざまれ
ている。

行事を通して、交通遺児を励ま
すうえで大切にしていること
は、交通遺児たちが明るく強く
自立することを願っての、精神
的支援です。一人でも多くの交
通遺児の子ども達に手を差し伸
べていきたいと考えています。

多様化する交通環境の中、
犠牲者の抑止と支援につとめ、
「自立をめざす“力”をつけること
により希望と勇気がわいてくる」
交通遺児には、将来に向かって
力強く生き抜いて行って欲しい。

子ども達がいくつになっても健やかに
成長してくれ、皆さまに寄り添いながら
少しでもお役に立てるような会にしたい。
子ども達が「家族に・他人に・社会に」
優しく接しる事の出来るよう
正しいことができるように手を差し伸べ
できるように自分を信じて未来（夢）へ
はばたいてもらいたい。翼（心身）が
疲れた時は、当会へ休息に来てもらえ
ばと思います。

交
通
遺
児
観
音

伊勢ノ海部屋朝けいこを見学
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支援者の方 よ々りご寄稿をいただきました。支援者の方 よ々りご寄稿をいただきました。

●活動や支援のあり方について
　『不易流行』時代が変わっても変えていけない本質を大切にしつつ、今にあった新
しい事も取り入れながら、子ども達が求めている事業・保護者の皆さんが求めている
想いを実現できるようにしたい。
　皆が、同じ境遇で同じ気持ちだからこそ、この場所（当会）で安らぎ打ち解けるこ
とができる（心のよりどころ）。私は、会の一番の目的はそこにあるのではないかと
思います。実現できない事もあるとは思いますが、何なりとお申し付けください。
　また、悲しい思いをする子ども達を増やさないためにも所期の目的にもある「交通
安全」を忘れていけない活動だと思います。

●活動の中で一番嬉しかったことは
　毎年12月開催の励ます大会（第一部）で、子ども達が作文発表をしてくれることが
一番嬉しく、毎年目を潤ませながら拝聴しています。
　また、沢山の子ども達が参加してくれ、みんな姿勢よく、礼儀正しく聞いている姿
がたいへん素晴らしく、反面とても我慢しているのであろうと感じ「この会の子ども
達を支えなければ」という気持ちになりながら気を引き締め直していました。
　当会の活動で、子ども達・保護者の皆さん企画運営を担っているOB・OGの皆さん
が楽しいと感じてくれれば改革は成功だと言うことができる。
　しかし、未だ楽しいと感じていなければ、改革の余地があるのではないかと思う。

●最後に一言
　交通遺児に関する他団体が、幾つもあります。今年から他団体の役員を務め、少しでも皆さんにとって有益な情報を
発信してまいります。
　当会だけが、保護者・子ども達に寄り添い想いを叶えてやるための事業をOB・OG・現役ボランティアが中心になっ
て実施しています。それは、ご寄付をいただいている皆さまのお陰であり、あらためて深く感謝いたします。
　しかし、まだまだ当会をご存じない新しい寄贈者への広報活動を、していかなければならない事も痛感しています。
新しいご支援よろしくお願いいたします。
　皆さまの温かいご支援が未来へとはばたく子ども達の『心のお守り』となります。

●内河監事と会の歴史
　事務局やその他の役員と共に懇親会を
開き、弁護士と初めから分かると敷居が
高くなり距離が出てしまうので、色々な
話を交えながら保護者の相談をしていた。
　法律に関しての相談の場合は、分かり
やすくかみ砕いて説明し法律を身近に感
じてもらう工夫をした。

●会との出会い。
　役員になったきっかけは
　何ですか。
　自分も交通遺児であり、令和
元年に励ます会のホームページ
を拝見したのがきっかけ。
当時、全国の交通遺児の年金を
機に調べたら東海にもあること
を知り、地元に密着して支えた
いと励ます会に問合わせ、対応
いただいた。

●当時、ボランティア活動を運営される中で、やりがいに感じたことは。
　様々なイベントに出ることで、子ども達を喜ばせ、笑顔にできたという喜びを感
じたことがやりがいであった。交通遺児の世帯も違う環境でも自分は一人ではない
という仲間意識を持つことはこの当会ならではのも
のではないかと思う。その環境を作り、提供するこ
とも一つの大事な要因になっていると思う。

●𥞩井理事の一番思い入れがあるのは。
　クリスマスパーティーは一番思い入れがある。年
末のその時期だけ開催のため普段の生活の中では、
なかなか行うことが出来ないもので思い入れがある。

●子ども達へエール
　人間関係を大切にしてもらいたい。
　コミュニケーションを取ればルールなんていらない。一緒にやる事は大
切でどんな意見も受け止め、良い・悪いは無く、できない人の所にさりげ
なく行き一緒に考え取り組めば自分が責任をとる覚悟が芽生えてくる。
　自分の態度を相手の立場になって考え対応すれば、相手の対応も変わっ
てくるので人間関係が円滑になり、社会貢献へと繋がれば良いこと。
　子ども達の可能性は秘めている。子ども達にどう影響を与え、対等に伝
え話せるか。この先駄目な時には、どうするか考え乗り越えたくましく生
きてほしい。

吉野雅山会長吉野雅山会長へのへのインタビュー！！インタビュー！！

役員の人役員の人にに聞いてみた！聞いてみた！
内河惠一監事

丹羽洋典評議員 𥞩井照和理事

　私は貨物運送業に携わっているので、交通遺児の
皆さんを少しでも励ましたいと思っています。所属
団体の愛知県トラック協会知多支部では以前から地
域の秋まつりイベントでチャリティ募金活動を行っ
ています。
　年末の『交通遺児を励ます大会』で皆さんが作文
を読んでくれますが、運送業者として一番痛感した
作文は今から十七年前、当時幼稚園児だったＹちゃ
んの「ぱぱをころしたひとはきらいです。ぱぱのこ
とをごみをひいたといいました。ぱぱはごみではあ
りません。・・ぱぱがなかないでとやくそくしたので、
Ｙはなきません。」です。涙が溢れて止まりません
でした。改めて交通事故撲滅を誓うとともに励ます

側の私がＹちゃんに励まされた思いでした。
　スマホでポケモンＧＯを見ながらの運転で安全な
はずの横断歩道で児童が亡くなったり、昨年は群馬
での飲酒運転により祖父・父・男児が亡くなる事故
などトラックによる悲惨な事件が後を絶ちません。
仕事としてトラックを使っている者として残念でな
りません。
　愛知県トラック協会では、年末まで半年間にわたっ
てトラックドライバーが無事故無違反を達成する
「トラックセーフティーラリー」に七万名を超える
会員従業員が参加しています。業界を挙げて交通遺
児をこれ以上増やさないよう取り組んでまいります。

　愛知県中古自動車販売商工組合の加藤と申します。
　会報「はばたけ」100号発行に寄せて一言ごあい
さつ申し上げます。
　私が交通遺児を励ます大会に初めて参加をさせて
頂いたのは平成24年12月23日でした。その時、小笠原
会長があいさつで述べられていた中で、毎年参加者
が減ってきているがそれでも参加者が一人になっても
続けて行きたいという強い思いが心に残っております。
　事故をするその日まで元気で過ごしていた人が突
然いなくなるなんて考えもしない事です。悲しみ、
不安、怒り、想像もつかない感情を抱いた事と思い
ます。それでも前を向いて参加されている子ども達
の姿を見て私の方が頑張らないといけないと励まさ
れました。

　作文発表でイベントに参加した時に楽しい体験が
できた事やまわりの人たちに親切にしてもらい自分
も大人になったら親切にしたいと素直な気持ちが印
象に残っております。
　そして、会に参加する事で同じ境遇の人と出会え
る事で自分だけ悲しい思いやつらい思いをしている
わけではないと前向きに頑張ろうという思いや、親
や友達や支援をして下さる方への感謝の気持ちがい
つも述べられています。
　最後に交通死亡事故が無くなる事が理想です。し
かし現実は難しいです。私自身、車を運転します。
ハンドルを握る時は鉄の塊を動かしているという事
を認識して十分に気をつけて参ります。

愛知県中古自動車販売商工組合
加藤 万理

一般社団法人 愛知県トラック協会
会長　青木　均

 『交通遺児を励ます会』への思い
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　当協会は、現在県下48の自動車教習所によって構
成されており、各自動車教習所は新たに運転免許を
取得される方々を安全なドライバーとして育成する
ことを目標に、日々努力しています。そして、自動
車教習所の業務を通じ、育英事業にも協力させてい
ただいております。
　ところで、みなさんはご自身の夢をお持ちでしょう
か。これまで、大変悲しく、寂しい思いを乗り越え
てこられたことと存じます。その中で、強い気持ちを
持って夢に向かって頑張っていらっしゃいますか？
　みなさんもよくご存じの『それいけアンパンマン』
という物語があります。主人公のアンパンマンは、
人を思いやる心、優しさ、そして強さを兼ね備えた
ヒーローです。自分の顔であるアンパンを人に分け
与えて元気にする、思いやりにあふれた主人公です。
　そのテーマソングである『アンパンマンのマーチ』
は、作者のやなせたかし先生が作詞されたものです。

その歌詞は、私たちに生きる力を与え、元気づけて
くれます。特に「何のために生まれて何をして生き
るのか」という一節は、自分の人生を意義のあるも
のにするよう呼びかけてくれているように感じます。
　自分の人生をどう生きるか。それはご自身の気持
ち次第で如何様にも変えることができます。みなさ
んはこれからも自身の夢に向かって、さらに頑張っ
ていただきたいと思います。思い描いた夢を強くイ
メージすることは、実現への第一歩と言われます。
　みなさんが夢に向かって頑張っている姿は、周り
の人々にもエネルギーを与え、幸せな気持ちにして
くれます。私たちは、夢に向かって頑張るみなさん
を微力ながら応援しております。
　みなさんの頑張る姿を天国にいらっしゃるお父
様、お母様も温かく見守り、そして、喜んでくださっ
ていることでしょう。私たちはこれからもみなさん
を応援しています。

　『はばたけ』が第100号という節目を迎えられまし
たこと、心よりお慶び申し上げます。長年にわたり、
交通遺児の皆様を支え続けてこられた「東海交通遺
児を励ます会」のご尽力に、深く敬意を表します。
　弊社も名古屋テレビ様とのご縁をいただき、40年
来にわたり“さわやかセール募金”を通じて、地域の
皆様からのご支援をつなぐお手伝いをしてまいりま
した。会報を通じて発信される活動の記録や励まし
の言葉は、多くの方々の心に希望の灯をともしてき

ました。私自身も、誌面から伝わる皆様の前向きな
姿勢に、幾度となく勇気をいただいております。
　社会の変化とともに支援のあり方も問われる中、
こうして温かな支援が継続されていることは、極め
て意義深いものと感じております。今後も『はばた
け』が、未来を担う若者たちの成長を後押しする存
在として、さらなる飛躍を遂げられますよう祈念い
たします。
　100号のご発行、誠におめでとうございます。

　このたび、会報『はばたけ』が第100号という節
目を迎えられましたこと、謹んで心よりお祝い申し
上げます。
　交通事故によりご家族を亡くされたお子様方に寄
り添い、希望と温もりを届けてこられた貴会のご活
動に、深甚なる敬意を表します。
　会報『はばたけ』は、お子様方の成長の軌跡を記
録し、支援の輪を広げる貴重な媒体であり、困難を
乗り越え、未来へ向かって力強く歩まれるお子様方
の姿は、会報を通じて私たちに大きな勇気と希望を
与えてくれます。

　これからも、夢に向かって力強く羽ばたいていた
だけますよう、心より祈念申し上げます。
　当社といたしましても、世の中から「交通事故とい
う言葉をなくす」ことをマテリアリティ（最重要課題）
として掲げ、交通安全に関する啓発活動ならびに地
域社会への貢献に、今後とも尽力してまいる所存で
ございます。
　会報の発行にご尽力されている関係者の皆様に深
く敬意を表するとともに、今後のさらなるご活躍を
心より祈念申し上げます。

　会報「はばたけ」100号のご刊行、誠におめでと
うございます。会報の発行にご尽力されてきた関係
者の皆様に心より感謝いたします。
　創刊の1992年といえば、第二次交通戦争といわれ、
自動車の安全対策が急務とされた時期でした。私も
その頃、先進安全自動車（ASV）の開発や現在の
自動車アセスメントに繋がる自動車安全情報の提供
に取組んでいました。集中した時期には不思議な助
けや奇跡的な展開が起こることと出会い、それが今
の支えになっています。

　「励ます会」の多くの仲間も困難を乗り越え、各
方面で活躍していらっしゃるでしょう。皆様も今の
ハンデに囚われず、明るい希望をもって人生を歩ん
でください。もし新たな困難に直面したときは、目
標に向かってひたむきに集中してください。
　ちなみにヘレン・ケラーの言葉を届けます。「最
善を尽くせば、人は想像もできないような奇跡を起
こすことができるのです。人の人生にも、自分の人
生にも」。

キムラユニティー株式会社 
代表取締役会長　木村 幸夫

一般社団法人愛知県指定自動車教習所協会

一般社団法人 愛知県自動車会議所
常務理事　細野 高弘

株式会社ヤマナカ
代表取締役社長　中野 義久

心より感謝申し上げます。心より感謝申し上げます。『心のお守り』『心のお守り』皆さまの温かいご支援が未来へとはばたく子ども達の                         となります

 東海交通遺児のみなさんへ

 交通遺児のみなさんへ　
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子

親

古今 行事古今 行事
～行事の昔と今を   たどってみました～

たくさんの子と話し
たことが一番うれし
かった思い出です。

少しずつ心を開い
て行き、帰る頃に
は笑 顔が自然に
出る様になってい
るのを見て、来て
良かったなって心
から思いました。

関わったことない子と関わることが
できたのがよかったです。

子
みんなが協力して
いる姿がいいと思
いました。

親
年齢を超えて親子共々こ
の繋がりを続けていけれ
ばと思っているので、これ
から年齢があがるにつれ
て参加が難しくなる事も
多くなると思いますが、で
きる限り時間をつくって参
加できればと思います。

普段あまりこのようなことはあま
り体験しなかったので、とても充
実した日々でした。

子どもの成長の手助けをしてくれ
る場であると思いますが、何よ
り子どもの事を守り育てて行く
親にも寄り添ってくれる、そんな
場所でもあると思います。

活動を最後まで元気
に行えているのは交通
遺児を励ます会の支援
をしてくださる人々の
おかげだと思います。

今に感謝し、さらに
自分を高めていくこ
とができるようにし
ます。

春

夏

記念
行事秋

冬

令和5年親子日帰り旅行

招待行事

令和6年親子グランピング

平成22年3月 40周年記念行事
「第4回親子で楽しい一日旅行」

令和6年11月親子旅行
（１泊２日）

スキースノーボード招待日帰り旅行

第56回励ます大会
（毎年12月開催）

第52回中学を卒業する
交通遺児を励ます集い

令和5年11月ディズニーシー
（１泊2日）親子旅行
（行事再開記念として）

子

子ども達だけの時間を通
して、普段はやりたがら
ない様な経験にも自分か
ら取り組む様子もみられ
成長を感じました。

親

子

親

親

子

みんなが楽しめる
イベントやおいし
いごはんがあり、
最高の思い出を作
れました。

素敵な贈り物をいただき、
心から感謝しています。

役員の方たちと直接話して
みると、とてもきさくで楽
しかったです。

スピーチを話  すのは、少
し緊張したけ  ど、堂々と
読めてお母さ  んが泣いて
いました。

子

子

子

子
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OBOB OGOG 保護者保護者 空の上から見守りながら、温かなご支援をくださる方々や仲間へと空の上から見守りながら、温かなご支援をくださる方々や仲間へと
導いてくれたおかげで出会うことができました。導いてくれたおかげで出会うことができました。

会報「はばたけ」100号に寄せて� OB 原田幹也

会報「はばたけ」100号に寄せて� 原田洋子理事（OB保護者）

当時は、中学３年生までが対象であり、旅行や会や他の人と文通をして楽しかっ
たが、交通遺児であることへの受け入れができない（恥ずかしい）事もあった。
また、母親も世間から母子家庭であることに批判を受け、恐怖心を持ちながら将
来の不安を感じていた。

みんな明るく元気であった。はっちゃけていた。女の子が元気な印象ですぐにみん
なと友達になってしまう。子どもレベルの目線で楽しく、隔たりがなく声掛け（ニッ
クネームを付け合い）を当時していた。

必ず人生の生まれた目的は人それぞれあるので見つけて歩んでほしいと
願う。その人にしかできないことはあるので、ぜひ見つけていってほしい。
自分の人生を切り開いていってほしい。ぜひ人のために生きてほしい。
家族の人と本心で話すことが大事だと思う。自分に自信をもって生きて
ほしい。

行事を通じて出会った先輩や仲間もとても気さくで優しい人ばかりでした。大会や行事等を通じ
て、貴重な体験をさせていただいたと思っています。
多くの方々が貴会や私たち交通遺児を支えてくださっていることを実感し、ますます感謝の気持
ちが募っています。

明るさの内にある思いや苦労に驚いたことを覚えています。

会の仲間、会のスタッフの方、家族、誰でもいいので思いを伝えてください
ね。つらい思いも、楽しさもみんなで分け合っていきましょう。みんなが応
援してくれています。みんなが支えてくれています。遠慮しないで、頼って
くださいね。自分一人じゃないということを忘れないでくださいね。

なかなか人に心を開けなかった自分に対して当時のＯＧさんたちがよくしてくれたことで今の
自分があるという感謝の念から、自分も、自分と同じ思いを持つ下の子たち（後輩たち）に返
していきたい、つなげていきたいという思いでした。

初めて関わる子達はみんな緊張している様子でしたが、どんどん打ち解けていき、笑
顔があふれていました。

子どもも大人も、人は１人で生きていくことは難しい。
何かしらの形で、だれかに助けられ、支えられ、今の生活があるのだと私
は思います。そのことを忘れず、「自分」という人間を確立できるよう「今」
をめいっぱい楽しんでください！

OG中村友美理事

OG中村友美理事

OG村田智美

OG村田智美

OG村田智美

OG岡村ミシェル

OG岡村ミシェル

OG岡村ミシェル

インタビューインタビュー（　　　　　　　　　　 ）（　　　　　　　　　　 ）　　　　　　　　　　　　　　　　編編

　私の父は、私が1歳４か月の頃に、通勤中の交通事故で帰らぬ人となりま
した。当然記憶があるわけもなく、物心ついた頃には父親はいないもの、
と自然に認識していました。
　東海交通遺児を励ます会との出会いは、幼いころより様々な催しに参加
させていただきましたので、自分の中に楽しい思い出を残して頂き、とて
も感謝しています。
　特に印象に残っている行事は、野尻湖にカヌー体験へ行ったことです。
カヌーの乗り方が学べることはもちろん、この行事でしか会うことのない
友人ができたことも、毎年参加する楽しみになっていました。（一度、体験中に高熱を出したことがあり、
その時のスタッフの方々にはご迷惑をおかけしました…。）
　OBとなった今でも、普段できない経験や、卒業などの節目でお祝いをして頂いたことはかけがえの
ない思い出です。いま、現役の会員である子どもたちも、辛いことも多々あるかと思いますが、会の行
事を通して経験できること・楽しめることを糧に成長していって欲しいです。漫画やドラマなどに登場
する「主人公」。正義の味方もいれば、悪役が主人公ということもありますよね。その様々な主人公に
共通すること。それは「目の前の困難から逃げずに立ち向かう」その姿勢があることです。自分の人生
は自分が主人公！交通遺児を励ます会に関わった方たちの成長と幸せを願っています。

　昭和44年に東海交通遺児を励ます会が設立されて56年、そして会報
100号！
　長い歴史の中で、ご寄付をしてくださった方々の温かい支援に支え
られ、今日まで会を運営されてきた役員、事務局の皆様ありがとうご
ざいます。心より感謝申し上げます。
　私事ですが37年前の「あの日の出来事」は今でも鮮明に蘇ります。

主人28歳、子ども１歳４ヶ月。朝、「いってらっしゃい」と送り出し帰りは「無言」。何の
予告も準備もないまま突然、襲い掛かった出来事は何年経っても忘れることはないでしょ
う。結婚生活は２年半でしたが一生分の幸せを届けてくれました。その思い出があるから
こそ「今日泣いても明日は仕事へ」と積み重ね、年間を通して会のさりげない大きな支え
があったからこそ今があるのだと思います。
　会との出会いは正直よく覚えておらず…。当時の精神状態は正常ではなかったからです。
　何度かお誘いをいただいたと思うのですが当時の私は外に出て誰かと話す、という状況ではなく「楽しい
行事がありますよ」「入学祝い金が贈呈されますよ」といわれても心動かず…。また周りからは「お子さん
がいるのだから頑張って」「時間が解決するわよ」等、悪気はなく励ますつもりの言葉は、私にとっては辛
い言葉にしか聞こえず人と話すのが嫌な時期でもありました。当時、離別はまだ少なく地域の母子会は戦
争未亡人の方たちが多く、私のような小さな子どもを抱えた母子はいませんでした。
　数年経ち、同じ交通遺児の仲間に会いに行こうと子どもとクリスマス会に参加したとき、私と同じよう
な経験をした仲間がたくさんいて、泣きながらお互いの身の上話をし合い辛くて悲しい気持ちを共有した
とき、初めて心に明かりが灯りました。この会の存在意義を深く感じた瞬間でした。仲間がいて安心して
話せる場があることはグリーフ（心の痛みや喪失感）を大事に抱えながら生きていくことに繋がります。
同じ経験をしていても悲しみや置かれた環境は一人一人違います。時薬もなければ乗り越える？立ち直
る？ものでもありません。それぞれのグリーフを抱きながら歩み続けていくこと、グリーフを抱えながら
少しでも生きやすくなるために仲間やこの会があります。私のグリーフ、あなたのグリーフ、一緒に語り
合いませんか？揺らぎながらでいいのです。共にそれぞれの道を歩んでいきませんか？

会への現役と、OGになってからの関わるそれぞれの立場について心情はQ

会の行事に参加し当時の子ども達の印象はどんな感じでしたかQ

最後になりますが、
OGとして子どもたちへ「エール」をお願いしますQ

サンフラワー号に乗って高知へ行く行事に参加し、会の人たちのパー
ティーでの優しい対応などが印象に残っている。

生い立ちや悩み、苦しみを語り、素の自分をさらけ出し、自分を見つめ直す
ことができました。今でも大切な思い出です。

心に残っているのは招待していただいたディズニーランド旅行です。
初めてのディズニーランドに心がおどったあのときの嬉しい気もちや、パ
レードを見て感げきしている笑顔の母の姿は今でも心に強く残っています。

OG中村友美理事

OG村田智美

OG岡村ミシェル

印象に残っている行事はありますかQ

OG中村友美理事
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奥伊勢
親子グランピングに
（8/16～17）行ってきました！

仲
間
と
戦
略
を

練
り
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
　  

を

捕
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

子ども22名
14世帯　参加者43名

生まれてから一番キレイな
星を見られました。

山から見える星は
格段に綺麗に見えて
感動しました。

普段とはちがう体験ができ、とても
面白かったです。

初日からたくさんの子と話したことが一番うれしかった思い出。

楽しく皆笑っていて笑顔になれました。

みんなで楽しむことが一番の
思い出。

おなかいっぱいになるまで
おいしい野菜とお肉を
食べました。

自分で捕まえた魚を焼いてその場で
食べたらとても美味しかった。

命のありがたみを心から感じました。

魚を捕るときに、
みんなで協力して
追い込んで捕ったり
して楽しかったです。

いざ、出陣！！

乾杯！！

今年も保護者会を開催し
語り合いました。

ママ達も心を癒す
盆栽に全集中！！

カニが
捕れたんだけど
カニが

捕れたんだけど

最後に2匹とれたので楽しかった。
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お知らせ・行事案内

現時点では開催を予定しておりますが、状況現時点では開催を予定しておりますが、状況
に応じて延期、中止とさせていただく場合もに応じて延期、中止とさせていただく場合も
あります。皆さまにはご理解とご了承のほど、あります。皆さまにはご理解とご了承のほど、
よろしくお願い申し上げます。よろしくお願い申し上げます。

「祝金」申請時に、「交通事故証明書※」
が必要となります。※コピー可

ご支援、ご寄付に心より感謝申し上げます
　当会は、国、地方自治体の補助を受けず、皆さま
からの温かいご支援、ご寄付で、愛知県、岐阜県、
三重県の交通遺児と保護者への支援活動を行って
おります。
　また、当会は平成24年７月に公益財団法人に認
定され、当会への寄付は税制優遇が受けられます。
　令和７年５月～８月にご寄付を賜りました。
　皆さま方の温かいご支援、ご寄付に心より感謝
申し上げます。
� （敬称略・順不同）

［団体］
吉正運輸倉庫株式会社
ダイドードリンコ株式会社東海営業所
トータル物流システムグループエスカラデー
株式会社デンソー幸田製作所従業員有志一同
RIDE 運転代行利用者一同
株式会社カワグチ
有限会社ビィトップス
株式会社アイピックス

愛知県中古自動車販売商工組合
愛知県労働者福祉協議会 名古屋中支部
サンコービジネス株式会社
野々山恵税理士事務所
有限会社はやかわ自動車
中部交通共済協同組合
株式会社岩崎設計事務所　
愛知ヨーク株式会社
ライン生コン株式会社
株式会社豊田自動織機 
名古屋中日会
第一貨物労働組合 名古屋支部

【鈴木丈章一門会】
 ・GODAI　鈴木 丈章
 ・Barba terrace　山田　享幸
 ・Prime Forth　天地　崇彰
 ・Private Gym A&T　品川　一樹
 ・UNISEED HOLDINGS　今村　雄大
 ・勝太のジム　水野　勝太
社会福祉法人中日新聞社会事業団

有限会社梶田モータース
愛知トヨタ自動車株式会社

［個人］
藤原　光広・美舟
吉野　雅山
野口　士葉
大塚　真加
弁護士　丹羽　洋典
福島　厚子
弁護士　岡田　貴文
水野　吉雄
肥田　典之
水野　龍史
匿　名（２名）
野杁　啓三
中日ドラゴンズ投手
柳　　裕也

　当会では、子ども達が交通事故により心を痛めない社会を
強く願っております。
　皆さまには、当会を周知いただく方法の一つとして寄付型
自動販売機の設置にご協力をお願い申し上げます。
　次の企業、団体様が設置くださいました。心より感謝申し
上げます。� （敬称略・順不同）
キムラユニティー株式会社・一般社団法人愛知県トラック協
会・丸半運輸株式会社・吉正運輸倉庫株式会社・東山株式
会社・中部交通共済協同組合・名豊興運株式会社・ココアス
グラン・中津川自動車学校・ライン生コン株式会社

カゴメファーム＆信州1泊2日
親子(バス)旅行
・令和7年11月1日（土）～2日（日）

第54回 中学を卒業する交通遺児を励ます集い
中学校卒業祝金贈呈（第一部式典にて贈呈いたします）
また、今年二十歳を迎える遺児もお祝いし、記念品を贈呈します。
・令和8年3月15日（日）サイプレスガーデンホテル

第58回 交通遺児を励ます大会
小学校入学祝金贈呈（第一部式典にて贈呈いたします）

・令和7年12月21日（日）サイプレスガーデンホテル

ふれあい懇親会（名古屋）
日常生活や子育て教育、進路など語り合いたいと思います。
また、お子さま同伴、保護者のみでもご参加いただけます。
・令和7年10月18日（土）

ふれあい懇親会（名古屋）を7/26（土）に開催しました

寄付型自動販売機設置ご協力のお願い寄付型自動販売機設置ご協力のお願い

14

2025.10.1はばたけ 第100号

発行・編集　公益財団法人東海交通遺児を励ます会
名古屋市熱田区金山町1 - 11 - 2　メイプル金山307号
電話 052 - 682 - 9819　FAX 052 - 682 - 9865
ホームページアドレス　https://www.tokai-kotsuiji.com/
発行責任者　会長　吉野　雅山　　�印刷　ニホン美術印刷株式会社

住所や氏名などの変更は、事務局までご連絡を
お願いいたします。
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